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一

　

陶
淵
明
の｢

帰
園
田
居｣

五
首
の
連
作
は
、
晋
の
安
帝
の
義
熙
元
年

（
乙
巳
・
四
〇
五
）、
作
者
が
彭
沢
の
令
を
辞
し
て
帰
田
し
た
、
そ
の

翌
年
の
義
熙
二
年
（
丙
午
・
四
〇
六
）
四
十
二
歳
の
制
作
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
（
宋
の
呉
仁
傑
『
陶
靖
節
先
生
年
譜（１
）』）。

　

と
こ
ろ
で
五
首
の
う
ち
、
其
一
、
其
二
、
お
よ
び
其
三
の
詩
中
に
、

漢
の
楽
府
古
辞
と
の
関
連
を
疑
わ
せ
る
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下

そ
れ
を
緒
と
し
て
、
こ
の
連
作
と
楽
府
の
世
界
と
の
関
連
を
探
索
し

た
い
と
思
う
。
ま
ず
「
帰
園
田
居
」
其
一
の
詩
を
掲
げ
よ
う
。

　　

１　
少
無
適
俗
韻　
　
　
　

少
く
し
て
俗
に
適
う
の
韻
な
く

　

２　
性
本
愛
丘
山　
　
　
　

性　

本
よ
り
丘
山
を
愛
す

　

３　
誤
落
塵
網
中　
　
　
　

誤
り
て
塵
網
の
中
に
落
ち

　

４　
一
去
三
十
年　
　
　
　

一
た
び
去
り
て
三
十
年

　

５　
羈
鳥
戀
舊
林　
　
　
　

羈
鳥　

旧
林
を
恋
い

　

６　
池
魚
思
故
淵　
　
　
　

池
魚　

故
淵
を
思
う

　

７　
開
荒
南
野
際　
　
　
　

荒
を
開
く　

南
野
の
際

　

８　
守
拙
歸
園
田　
　
　
　

拙
を
守
り
て
園
田
に
帰
る

　

９　
方
宅
十
餘
畝　
　
　
　

方
宅　

十
餘
畝

　

10　
草
屋
八
九
閒　
　
　
　

草
屋　

八
九
間

　

11　
楡
柳
蔭
後
簷　
　
　
　

楡
柳　

後
簷
を
蔭お

お

い

　

12　
桃
李
羅
堂
前　
　
　
　

桃
李　

堂
前
に
羅つ

ら

な
る

　

13　
曖
曖
遠
人
村　
　
　
　

曖
曖
た
り　

遠
人
の
村

　

14　
依
依
墟
里
煙　
　
　
　

依
依
た
り　

墟
里
の
煙

　

15　
狗
吠
深
巷
中　
　
　
　

狗
は
吠
ゆ　

深
巷
の
中

　

16　
雞
鳴
桑
樹
巓　
　
　
　

雞
は
鳴
く　

桑
樹
の
巓

い
た
だ
き
　

　

17　
戸
庭
無
塵
雜　
　
　
　

戸
庭　

塵
雑
無
く

　

18　
虛
室
有
餘
間　
　
　
　

虚
室　

餘
間
有
り

　

19　
久
在
樊
籠
裏　
　
　
　

久
し
く
樊
籠
の
裏う

ち

に
在
り
し
も

 　
　

陶
淵
明
「
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園
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」
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首
の
作
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楽
府
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連
に
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い
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勝　
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20　
復
得
返
自
然　
　
　
　

復
た
自
然
に
返
る
を
得
た
り

　

五
言
二
十
句
か
ら
成
る
こ
の
一
篇
は
、
出
仕
し
て
い
た
俗
世
間
へ

の
厭
悪
の
情
を
示
す
こ
と
ば
、
す
な
わ
ち
塵
網
、
塵
雑
、
樊
籠
な
ど

に
対
し
、
よ
う
や
く
帰
還
し
得
た
故
郷
の
園
田
へ
の
深
い
愛
着
を
語

る
そ
れ
が
、
溢
れ
る
よ
う
に
ゆ
た
か
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
第
９

句
か
ら
四
句
に
園
田
の
居
の
簡
素
な
た
た
ず
ま
い
を
描
写
し
た
の
ち
、

第
13
句
か
ら
の
四
句
に
遠
く
の
村
里
と
そ
の
狗
吠
雞
鳴
の
景
を
写
し

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
「
狗
吠
深
巷
中
、
雞
鳴
桑
樹
巓
」（
第
15
・
16

句
）
は
、
清
の
陶
澍
『
靖
節
先
生
集
』
に
「
呉
正
伝
詩
話
に
、
古
雞

鳴
行
、
雞
鳴
高
樹
顛
、
狗
吠
深
宮
中
と
い
う
、
陶
公
全
く
其
の
語
を

用
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
漢
の
楽
府
古
辞
「
雞
鳴
」
の

「
雞
鳴
高
樹
巓
、
狗
吠
深
宮
中
」
二
句
を
襲
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
隆
洪
温
『
新
譯
陶
淵
明
集
』
の
【
賞
析
】
の
項
に
評
す
る
よ

う
に
、
楽
府
古
辞
中
の
「
高
」「
宮
」
二
字
を
「
桑
」「
巷
」
の
二
字

に
換
え
な
が
ら
、
そ
の
痕
跡
を
読
者
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
典

拠
の
あ
る
こ
と
さ
え
ま
っ
た
く
気
づ
か
せ
ず
、
詩
中
に
自
然
に
融
け

こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る（２
）。
み
ご
と
な
修
辞
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　

そ
れ
で
は
次
に
典
拠
と
見
な
す
「
雞
鳴
」
の
古
辞
（
宋
の
郭
茂
倩

『
楽
府
詩
集
』
巻
第
二
十
八
「
相
和
歌
辞
三
、
相
和
曲
下
」
に
よ

る
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　

雞
鳴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
辞

　

１　
雞
鳴
高
樹
巓　
　
　
　

雞
は
鳴
く　

高
樹
の
巓

　

２　
狗
吠
深
宮
中　
　
　
　

狗
は
吠
ゆ　

深
宮
の
中

　

３　
蕩
子
何
所
之　
　
　
　

蕩
子　

何
く
に
之ゆ

く
所
ぞ

　

４　
天
下
方
太
平　
　
　
　

天
下
は
方ま

さ

に
太
平

　

５　
刑
法
非
有
貸　
　
　
　

刑
法
は
貸
す
こ
と
有
る
に
非
ず

　

６　
柔
協
正
乱
名　
　
　
　

柔
協
こ
そ
正
に
名
を
乱
す

　

７　
黄
金
爲
君
門　
　
　
　

黄
金
も
て
君
が
門
と
為
し

　

８　
璧
（
一
作
碧
）
玉
爲
軒
堂　
　

璧
玉
も
て
軒
堂
と
為
す

　

９　
上
有
雙
樽
酒　
　
　
　

上
に
は
双
樽
酒
有
り

　

10　
使
作
邯
鄲
倡　
　
　
　

邯
鄲
の
倡
を
使
作
す　
　

　

11　
劉
王
（
逯
欽
立
作
玉
）
碧
靑
甓　
　

劉
王
は
碧
青
の
甓

し
き
が
わ
ら

　

　

12　
後
出
郭
門
王　
　
　
　

後
に
郭
門
の
王
を
出
だ
す

　

13　
舍
後
有
方
池　
　
　
　

舍
後
に
方
池
有
り

　

14　
池
中
雙
鴛
鴦　
　
　
　

池
中
に
双
鴛
鴦
あ
り

　

15　
鴛
鴦
七
十
二　
　
　
　

鴛
鴦
は　

七
十
二

　

16　
羅
列
自
成
行　
　
　
　

羅
列
し
て
自
ず
か
ら
行
を
成
す

　

17　
鳴
聲
何
啾
啾　
　
　
　

鳴
く
声　

何
ぞ
啾
啾
た
る

　

18　
聞
我
殿
東
廂　
　
　
　

我
が
殿
の
東
の
廂ひ

さ
しに

聞
こ
ゆ

　

19　
兄
弟
四
五
人　
　
　
　

兄
弟　

四
五
人

　

20　
皆
爲
侍
中
郎　
　
　
　

皆　

侍
中
郎
と
為
り
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21　
五
日
一
時
來　
　
　
　

五
日
に
し
て
一
時
に
来
た
り

　

22　
觀
者
滿
路
傍　
　
　
　

観
る
者　

路
傍
に
満
つ

　

23　
黄
金
絡
馬
頭　
　
　
　

黄
金
も
て
馬
頭
に
絡ま

と

う

　

24　
熲
熲
何
煌
煌　
　
　
　

熲
熲
と
し
て
何
ぞ
煌
煌
た
る

　

25　
桃
生
露
井
上　
　
　
　

桃
は
露
井
の
上
に
生
じ

　

26　
李
樹
生
桃
傍　
　
　
　

李
樹
は
桃
の
傍
に
生
ず

　

27　
蟲
來
𪘂
桃
根　
　
　
　

虫
来
た
り
て
桃
の
根
を
𪘂か

め
ば

　

28　
李
樹
代
桃
殭　
　
　
　

李
樹
は
桃
に
代
わ
っ
て
殭た

お

る

　

29　
樹
木
身
相
代　
　
　
　

樹
木
す
ら
身み

ず
から

相
代
わ
る
に

　

30　
兄
弟
還
相
忘　
　
　
　

兄
弟
還
っ
て
相
忘
る
と
は

　

こ
の
一
篇
は
、
明
の
馮
惟
訥
『
古
詩
紀
』
巻
十
六
・
漢
第
六
「
楽

府
古
辞
・
雞
鳴
」
に
「
此
の
曲
の
前
後
、
辞
相
属つ

づ

か
ず
、
蓋
し
詩
を

采と

り
楽
に
入
れ
、
合
し
て
章
を
成
せ
る
か
。
抑
も
錯
簡
紊
誤
有
る

か
。」
と
評
す
る
よ
う
に
、
文
脈
語
意
の
通
じ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

殊
に
第
11
・
12
句
は
文
意
通
じ
が
た
い
。
逯
欽
立
は
そ
の
著
『
先
秦

漢
魏
晋
南
北
朝
詩　

上
』
巻
九
「
楽
府
古
辞
」
の
「
雞
鳴
」
篇
の
後

に
、「
逯
案
ず
る
に
、
歌
中
の
劉
玉
碧
靑
甓
後
出
郭
門
王
の
十
字
、

脱
誤
有
り
。
書
鈔
百
十
二
楽
府
歌
を
引
き
て
云
う
、
名
倡
劉
碧
玉
と
。

疑
う
ら
く
は
即
ち
此
れ
上
の
句
の
原
文
な
ら
ん
。
今
本
殆
ど
上
の
句

の
倡
の
字
を
以
て
名
倡
の
二
字
を
脱
去
し
、
並
び
に
碧
玉
を
倒
し
ま

に
し
て
玉
碧
と
為
す
な
り
。
又
新
五
代
史
三
十
七
伶
官
傳
に
、
郭
門

高
な
る
者
、
名
は
從
謙
、
門
高
は
其
の
優
名
な
り
云
々
と
。
疑
う
ら

く
は
此
の
郭
門
王
も
亦
た
倡
人
の
名
な
ら
ん
。
上
に
劉
碧
玉
と
言
い
、

下
に
郭
門
王
と
言
う
、
邯
鄲
倡
楽
の
佳
に
眩ま
ど

う
所
以
な
ら
ん
。」
と

解
釈
し
て
い
る（３
）。
こ
れ
に
従
い
た
い
。
次
に
こ
の
篇
の
要
旨
を
三
段

落
に
区
分
し
て
述
べ
よ
う
。

　

第
一
段
落
（
冒
頭
～
第
６
句
）
語
り
手
が
蕩
子
に
、
雞
鳴
狗
吠
の

こ
の
天
下
太
平
の
世
で
あ
る
か
ら
と
て
、
法
を
犯
せ
ば
容
赦
な
く
厳

刑
が
課
さ
れ
る
、
こ
の
名
分
が
混
乱
し
て
い
る
時
代
、
恩
赦
な
ど
を

当
て
に
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
戒
め
る
。
蕩
子
と
は
、
前
漢
末
権

勢
を
振
る
っ
た
外
戚
王
鳳
の
家
の
子
弟
を
指
す
、
ま
た
柔
協
は
柔
服

（
優
柔
姑
息
）
の
意
に
近
い
と
す
る
の
は
、
と
も
に
蕭
滌
非
の
説
で

あ
る（４
）。

　

第
二
段
落
（
第
7
句
～
第
24
句
）
蕩
子
の
家
の
豪
奢
な
く
ら
し
、

黄
金
碧
玉
で
飾
っ
た
門
や
邸
宅
、
邯
鄲
の
倡
と
樽
酒
・
名
優
、
池
に

遊
ぶ
七
十
二
対
の
鴛
鴦
、
そ
し
て
兄
弟
四
五
人
が
皆
宮
仕
え
、
五
日

に
一
度
の
休
沐
の
日
に
、
宮
中
帰
り
の
彼
ら
の
車
列
を
観
る
群
衆
な

ど
、
そ
の
華
麗
な
さ
ま
を
描
写
す
る
。

　

第
三
段
落
（
第
25
句
～
末
尾
）
露
井
の
ほ
と
り
の
桃
と
李
の
木
で

さ
え
も
、
桃
が
そ
の
根
を
虫
に
齧
ら
れ
れ
ば
李
が
代
わ
っ
て
斃
れ
る

も
の
を
、
蕩
子
の
家
の
兄
弟
は
互
い
に
か
ば
い
合
う
こ
と
も
知
ら
な

い
。
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蕭
滌
非
の
い
う
よ
う
に
、「
雞
鳴
」
の
う
た
は
前
漢
末
の
外
戚
王

鳳
の
一
族
を
譏
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
冒
頭
「
雞
鳴
高
樹
巓
、
狗
吠
深
宮
中
」
の
対
句
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
如
何
に
と
い
え
ば
、
黄
節
は
そ
の
著
『
漢
魏
樂
府
風

箋
』
に
お
い
て
、《『
史
記
貨
殖
列
傳
』
に
「
老
子
曰
く
、
至
治
の
極
、

隣
国
相
い
望
み
、
雞
狗
の
声
相
い
聞
こ
ゆ
、
と
。」
ま
た
同
じ
く

『
律
書
』
に
「
天
下
殷
富
、
粟
十
餘
銭
に
至
り
、
鳴
雞
吠
狗
、
烟
火

萬
里
、
和
楽
と
謂
う
可
き
者
か
」
と
。
下し

も　

故
に
「
天
下
方
に
太

平
」
と
云
う
な
り
。》
と
い
う（５
）。
黄
節
の
指
摘
す
る
『
史
記
』
の
二

句
を
含
む
文
を
、
そ
れ
ぞ
れ
左
に
掲
げ
る
。

甲　

老
子
曰
、
至
治
之
極
、
鄰
國
相
望
、
雞
狗
之
聲
相
聞
、
民
各
甘

其
食
、
美
其
服
、
安
其
俗
、
樂
其
業
、
至
老
死
不
相
往
來
。

（
第
四
句
以
下
の
訓
読
）
民
各

お
の
お
の

其
の
食
を
甘う

ま

し
と
し
、
其
の

服
を
美
と
し
、
其
の
俗
に
安
ん
じ
、
其
の
業
を
楽
し
み
、
老
死

に
至
る
ま
で
相
往
来
せ
ず
。（
貨
殖
列
傳
）

　
　

な
お
瀧
川
資
言
の
【
考
證
】
に
「
言
至
治
之
世
、
不
知
有
貨
殖
、

王
弼
本
老
子
下
巻
、
無
至
治
之
極
四
字
。」
と
い
う
。

乙　
「
孝
文
曰
、（
略
）
今
匈
奴
内
侵
、
軍
吏
無
功
、
邉
民
父
子
荷
兵

日
久
、
朕
常
爲
動
心
傷
痛
、
無
日
忘
之
。
今
未
能
銷
距
、
願
且

堅
邉
設
候
、
結
和
通
使
、
休
寧
北
陲
。
爲
功
多
矣
、
且
無
議

軍
。」
故
百
姓
無
内
外
之
繇
、
得
息
肩
於
田
畝
、
天
下
殷
富
、

粟
至
十
餘
錢
、
鳴
雞
吠
狗
、
煙
火
萬
里
、
可
謂
和
樂
者
乎
。

（
訓
読
）「
孝
文
曰
く
、（
略
）
今
匈
奴
内
侵
し
、
軍
吏
功
無
し
。

辺
民
の
父
子
、
兵
を
荷
な
う
こ
と
日
久
し
。
朕
常
に
為
に
心
を

動
か
し
傷
痛
し
て
、
日
と
し
て
之
を
忘
る
る
無
し
。
今
未
だ
銷

距
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
願
わ
く
は
且し

ば

ら
く
辺
を
堅
め
候
を
設
け
、

和
を
結
び
使
を
通
じ
、
北
陲
を
休
寧
せ
ん
こ
と
を
。
功
を
為
す

こ
と
多
く
、
且
つ
軍
を
議
す
る
こ
と
無
し
、
と
。」
故
に
百
姓

内
外
の
繇
無
く
、
肩
を
田
畝
に
息
わ
す
こ
と
を
得
、
天
下
殷
富

に
し
て
、
粟
［
斗
・
斛
］
十
餘
銭
に
至
り
、
鳴
雞
吠
狗
、
煙
火

万
里
、
和
楽
と
謂
う
可
き
者
か
。（
律
書
）

　

甲
の
文
か
ら
、
雞
狗
の
声
相
聞
こ
ゆ
る
の
は
至
治
の
極
の
し
る
し
、

ま
た
乙
の
文
か
ら
、
鳴
雞
吠
狗
は
民
衆
が
戦
争
に
駆
り
立
て
ら
れ
る

こ
と
の
な
い
和
楽
の
世
の
し
る
し
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
「
雞
鳴
」
篇
の
冒
頭
に
、
雞
鳴
狗
吠
の
句
を
置
い
た
の
は
、
国
都

の
太
平
を
象
徴
さ
せ
る
意
味
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
陶
淵
明
が

「
帰
園
田
居
」
其
一
に
「
狗
吠
深
巷
中
、
雞
鳴
桑
樹
巓
」
と
二
字
を

換
え
て
巧
み
に
自
然
に
表
現
し
た
の
は
、
至
治
の
極
世
、
す
な
わ
ち

戦
争
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
真
の
平
和
境
は
、
彼
が
帰
還

し
た
園
田
居
の
村
に
こ
そ
あ
る
こ
と
を
象
徴
さ
せ
よ
う
と
意
図
し
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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二

　

郭
茂
倩
、
及
び
彼
の
引
用
す
る
『
楽
府
解
題
』
に
よ
れ
ば
、「
清

調
曲
」
の
古
辞
「
相
逢
行
」
は
、「
相
逢
狭
路
間
行
」、
ま
た
「
長
安

狭
斜
行
」
と
も
い
い
、
文
意
は
「
雞
鳴
曲
」
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う（

６
）。

そ
こ
で
「
相
逢
行
」
を
概
略
掲
げ
て
「
雞
鳴
」
と
の
同
異
を
見
る
こ

と
と
し
た
い
。

　

こ
の
歌
も
全
文
三
十
句
、
前
後
二
段
落
か
ら
な
り
、
そ
の
内
容
を

述
べ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

前
段
（
冒
頭
～
第
六
句
）
相
逢
狭
路
間
行
、
長
安
有
狭
斜
行
と
い

う
別
題
が
語
る
よ
う
に
、
繁
華
な
都
会
の
、
車
二
輛
が
す
れ
違
う
こ

と
も
ま
ま
な
ら
な
い
よ
う
な
狭
路
（
狭
斜
）
に
お
い
て
、
語
り
手
が

そ
こ
で
出
会
っ
た
若
者
に
君
の
家
は
ど
こ
か
と
問
い
、
返
答
を
聴
い

て
そ
の
家
な
ら
「
知
り
易
く
復
た
忘
れ
難
い
」
誰
も
が
み
な
知
る
家

だ
と
い
う
。
そ
の
箇
所
を
左
に
示
す
。

　

１　
相
逢
狹
路
間　
　
　
　

相
逢
う　

狭
路
の
間

　

２　
道
隘
不
容
車　
　
　
　

道
隘せ

ま

く
し
て
車
を
容
れ
ず

　

３　
不
知
何
年
少　
　
　
　

知
ら
ず　

何
れ
の
年
少
ぞ

　

４　
夾
轂
問
君
家　
　
　
　

轂
を
夾は

さ

ん
で　

君
の
家
を
問
う

　

５　
君
家
誠
易
知　
　
　
　

君
が
家
は
誠
に
知
り
易
し

　

６　
易
知
復
難
忘　
　
　
　

知
り
易
く　

復
た
忘
れ
難
し

　

後
段
（
第
七
句
～
末
尾
）
以
下
に
そ
の
知
り
易
く
忘
れ
難
い
豪
奢

栄
耀
の
さ
ま
を
縷
々
描
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
黄
金
・
白
玉
で
飾

っ
た
門
や
堂
、
堂
内
で
の
酒
宴
と
邯
鄲
の
倡
楽
、
中
庭
の
桂
樹
と
華

燈
、
宮
仕
え
の
三
兄
弟
、
そ
の
休
沐
の
際
の
華
や
か
な
車
馬
の
列
、

邸
内
の
池
に
泳
ぐ
七
十
二
対
の
鴛
鴦
と
鶴
の
鳴
き
声
、
そ
し
て
三
兄

弟
の
婦
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
子
と
丈
人
（
こ
の
家
の
主
人
夫
婦
）
の
こ

と
な
ど
。「
雞
鳴
」
の
末
尾
に
あ
っ
た
皮
肉
を
こ
め
て
譏
る
よ
う
な

表
現
は
な
い
が
、「
忘
れ
難
い
」
豪
奢
栄
耀
の
さ
ま
を
ほ
め
な
す
描

写
そ
の
も
の
が
そ
う
し
た
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
下
「
雞
鳴
」
に
は
な
い
末
尾
の
箇
所
を
示
す
。

　

25　
大
婦
織
綺
羅　
　
　
　

大
婦
は
綺
羅
を
織
り

　

26　
中
婦
織
流
黄　
　
　
　

中
婦
は
流
黄
を
織
る

　

27　
小
婦
無
所
爲　
　
　
　

小
婦　

為
す
所
無
く

　

28　
挾
瑟
上
高
堂　
　
　
　

瑟
を
挟

さ
し
は
さん
で
高
堂
に
上
る

　

29　
丈
人
且
安
坐　
　
　
　

丈
人　

且し
ば
らく
安
坐
せ
ら
れ
よ

　

30　
調
絲
方
未
央　
　
　
　

糸
を
調
べ
て
方ま

さ

に
未
だ
央つ

き
ず

　

蕭
滌
非
に
よ
れ
ば
、「
相
逢
行
」
は
後
漢
の
富
貴
の
家
の
淫
楽
を

譏
刺
す
る
作
で
あ
ろ
う
と
い
う（７
）。

　

こ
れ
ら
の
歌
と
「
帰
園
田
居
」
の
連
作
と
の
関
連
は
ど
こ
に
、
ま

た
そ
こ
に
い
か
な
る
意
味
を
求
め
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
章
を
改

め
て
検
討
し
た
い
。
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三

　
「
帰
園
田
居
」
の
其
二
、
其
三
の
詩
を
掲
げ
て
、
そ
こ
に
前
述
し

た
楽
府
古
辞
「
雞
鳴
」
お
よ
び
「
相
逢
行
」
と
の
関
連
を
示
唆
す
る

表
現
が
な
い
か
、
検
討
を
加
え
た
い
。

　
　
　

帰
園
田
居　

其
二

　

１　
野
外
罕
人
事　
　
　
　

野
外　

人
事
罕
に

　

２　
窮
巷
寡
輪
鞅　
　
　
　

窮
巷　

輪
鞅
寡
し

　

３　
白
日
掩
荊
扉　
　
　
　

白
日　

荊
扉
を
掩と

ざ

し

　

４　
虛
室
絶
塵
想　
　
　
　

虚
室　

塵
想
を
絶
つ

　

５　
時
復
墟
曲
中　
　
　
　

時
に
復
た
墟
曲
の
中

　

６　
披
草
共
來
往　
　
　
　

草
を
披ひ

ら

い
て
共
に
来
往
す

　

７　
相
見
無
雜
言　
　
　
　

相
い
見
て
雑
言
無
く

　

８　
但
道
桑
麻
長　
　
　
　

但
だ
道
う　

桑
麻
長
ず
と

　

９　
桑
麻
日
已
長　
　
　
　

桑
麻　

日
に
已
に
長
じ

　

10　
我
土
日
已
廣　
　
　
　

我
が
土　

日
に
已
に
広
し

　

11　
常
恐
霜
霰
至　
　
　
　

常
に
恐
る　

霜
霰
の
至
り

　

12　
零
落
同
草
莽　
　
　
　

零
落
し
て
草
莽
に
同
じ
き
を

　

第
一
段
落
（
冒
頭
か
ら
四
句
）
は
、
高
官
の
訪
問
の
車
馬
も
な
い

世
事
の
煩
雑
か
ら
遠
い
、
園
田
居
の
静
謐
な
環
境
に
、
白
昼
か
ら
柴

の
戸
を
閉
ざ
し
、
虚
室
に
俗
念
を
絶
っ
て
ひ
と
り
悠
悠
自
適
の
情
を

た
の
し
む
こ
と
を
い
う
。

　

第
二
段
落
（
第
５
句
か
ら
四
句
）
園
田
居
の
村
里
に
お
け
る
農
民

と
の
日
頃
の
交
流
を
い
う
。
草
を
押
し
わ
け
て
行
き
来
す
る
が
、
顔

を
合
わ
せ
て
も
桑
麻
の
生
育
の
具
合
が
話
題
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。

　

第
三
段
落
（
第
９
句
か
ら
四
句
）
桑
麻
は
日
々
生
長
し
、
畑
は

日
々
広
が
っ
て
心
配
は
な
い
が
、
霜
や
霰
が
来
て
作
物
を
凋
み
枯
ら

し
、
雑
草
と
同
じ
に
し
て
し
ま
わ
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
け
が
気
が

か
り
な
の
だ
、
と
結
ぶ
。

　

こ
の
詩
は
作
者
の
園
田
居
で
の
環
境
と
村
人
と
の
交
流
と
心
情
と

を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

　
　
　

帰
園
田
居　

其
三

　

１　
種
豆
南
山
下　
　
　
　

豆
を
種う

う　

南
山
の
下も

と

　

２　
草
盛
豆
苗
稀　
　
　
　

草
盛
ん
に
し
て　

豆
苗
稀
な
り

　

３　
晨
興
理
荒
穢　
　
　
　

晨あ
し
たに
興お

き

き
て　

荒
穢
を
理お

さ

め

　

４　
帶
月
荷
鋤
歸　
　
　
　

月
を
帯
び　

鋤す
き

を
荷に

な

い
て
帰
る

　

５　
道
狹
草
木
長　
　
　
　

道
狭
く
し
て　

草
木
長
じ

　

６　
夕
露
沾
我
衣　
　
　
　

夕
露　

我
が
衣
を
沾う

る
おす

　

７　
衣
沾
不
足
惜　
　
　
　

衣
の
沾
う
は
惜
し
む
に
足
ら
ず

　

８　
但
使
願
無
違　
　
　
　

但
だ
願
い
を
し
て
違
う
こ
と
無
か
ら

し
め
よ
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第
一
段
落
（
冒
頭
二
句
）
南
山
の
ふ
も
と
に
豆
を
蒔
き
つ
け
た
が
、

草
ば
か
り
茂
り
豆
の
苗
は
ま
ば
ら
に
生
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
古
来
、
漢
の
楊よ

う

惲う
ん

が
宮
中
で
失
職
し
、

帰
田
し
て
大
い
に
荘
園
経
営
を
始
め
る
と
、
友
人
が
世
間
の
目
を
は

ば
か
っ
て
暮
ら
す
べ
き
だ
と
戒
め
た
が
、
楊
惲
は
返
書
を
送
り
、
そ

の
中
で
「
彼
の
南
山
に
田た

が
やし

、
蕪
穢
治
め
ず
。
一
頃
の
豆
を
種
う
れ

ば
、
落
ち
て
萁

ま
め
が
らと

為
る
。
人
生
は
行
楽
の
み
、
富
貴
を
須ま

つ
も
何
れ

の
時
ぞ
」
と
い
う
詩
を
う
た
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
作
者
が
典
拠
と

し
て
用
い
、
そ
こ
に
寓
意
を
託
し
た
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る（８
）。
筆
者

は
、
陶
淵
明
が
楊
惲
の
農
作
の
苦
労
と
帰
田
し
て
得
る
こ
と
が
で
き

た
自
由
闊
達
な
気
概
を
酌
み
と
っ
て
、
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
つ
つ
自

ら
の
農
事
を
う
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

第
二
段
落
（
第
３
～
第
６
句
）
豆
の
生
長
を
願
い
、
払
暁
に
畑
に

行
き
、
月
と
と
も
に
家
路
に
つ
く
、
帰
途
道
が
狭
く
、
夕
露
に
衣
の

裾
が
ぐ
っ
し
ょ
り
と
濡
れ
る
。

　

第
三
段
落
（
末
尾
二
句
）
衣
が
濡
れ
る
の
は
惜
し
ま
な
い
、
た
だ

願
い
が
違
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
念
ず
る
だ
け
で
あ
る
。

　

き
わ
め
て
簡
潔
質
朴
の
表
現
で
、
そ
こ
に
作
者
の
願
い
が
凝
縮
し

て
深
い
味
わ
い
が
あ
る
。

　

さ
て
古
人
は
其
二
・
其
三
の
詩
に
つ
い
て
、「
前
に
桑
麻
を
言
い
、

此
に
豆
を
種
う
る
を
言
う
、
皆
田
園
中
の
実
事
に
し
て
、
亦
た
次
第

有
り
。」（
清
・
査
初
白
著
、
張
載
華
輯
《
白
初
菴
詩
評
》
巻
上
）、

「〈
帯
月
〉
の
句
、
真
に
し
て
警
、
詩
中
に
画
有
り
と
謂
う
可
し
。」

（
清
・
温
汝
能
纂
集
《
陶
詩
彙
評
》
巻
二
）
な
ど
の
評
を
加
え
て
い

る
。
其
二
・
其
三
の
詩
が
、
作
者
の
田
園
の
く
ら
し
か
ら
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
表
現
が
す
べ
て
実
事
実

景
に
基
づ
く
も
の
か
否
か
は
慎
重
に
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

其
三
の
名
句
「
帶
月
荷
鋤
歸
」
の
「
荷
鋤
」
の
語
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
よ
う
。
前
述
乙
の
文
帝
の
詔
の
こ
と
ば
「
邉
民
父
子
荷
兵
日

久
」
と
は
、
匈
奴
の
侵
入
に
よ
り
辺
境
の
農
民
の
父
子
が
「
兵
（
武

器
）
を
荷
う
」
防
備
の
日
が
久
し
く
続
い
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
が
匈

奴
と
の
和
親
策
に
よ
り
一
転
し
、
文
帝
の
善
政
へ
の
賛
辞
に
評
す
る

よ
う
に
、
人
民
は
内
外
の
繇
（
労
役
・
兵
役
）
を
免
れ
、
田
畝
に
肩

を
憩
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
「
鋤
を
荷
う
」
耕
作
の
く
ら

し
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
想
像
す
る
と

「
荷
鋤
」
の
語
は
、
戦
争
に
駆
ら
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
、
平
和
な
田

園
の
耕
作
の
安
ら
ぎ
・
よ
ろ
こ
び
を
表
出
す
る
、
ま
こ
と
に
深
い
含

意
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
か
。
梁
・
江
淹
（
四
四
四
～
五
〇
五
）
が
そ

の
「
雑
体
詩
」
三
十
首
（
文
選
巻
第
三
十
一　

雑
擬
）
に
「
陶
徴
君

潜　

田
居
」
と
題
し
て
「
雖
有
荷
鋤
倦
、
濁
酒
聊
自
適
」（
鋤
を
荷

い
て
倦
む
こ
と
有
り
と
雖
も
、
濁
酒
も
て
聊
か
自
ら
適
せ
り
）
と
擬

す
る
の
も
、
そ
の
秀
逸
な
表
現
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
の
う
え
で
、
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こ
の
語
の
使
用
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

陶
詩
に
は
「
荷
鋤
」
と
ほ
ぼ
同
意
の
「
負
耒
」
の
語
を
用
い
た
句

が
あ
る
。

　

晨
出
肆
微
勤　

晨
に
出
で
て
微
勤
を
肆つ

く
し

　

日
入
負
耒
還　

日
入
り
て
耒す

き

を
負
い
て
還
る
（
庚
戌
の
歳
九
月
中

西
田
に
於
い
て
早
稲
を
穫
す
）

　

庚
戌
の
歳
は
、
義
熙
六
年
（
四
一
〇
）、
淵
明
四
十
六
歳
で
あ
る
。

『
孟
子
』
滕と

う

文
公
章
句
上
に
「
陳
良
の
徒
陳
相
、
其
の
弟
の
辛
と
耒

耜
を
負
い
て
、
宋
よ
り
滕
に
之ゆ

く
。」
と
あ
る
。
こ
れ
は
移
住
す
る

徒
が
農
具
を
か
つ
ぎ
運
ぶ
の
で
あ
る
。「
負
耒
」
は
慣
用
の
こ
と
ば
、

対
し
て
「
荷
鋤
」
は
詩
語
と
し
て
新
し
く
、
ま
た
、
よ
り
深
い
含
意

を
も
つ
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
「
雞
鳴
狗
吠
」
の
辞
は
、『
老
子
』
第
八
十
章

「
雞
犬
之
聲
相
聞
」
に
淵
源
す
る
。『
史
記
』
の
貨
殖
列
傳
・
律
書
の

文
が
そ
れ
を
典
拠
と
し
て
用
い
、
さ
ら
に
雞
鳴
篇
の
冒
頭
の
対
句
に

用
い
ら
れ
た
。
陶
淵
明
の
田
園
の
平
和
な
く
ら
し
を
願
い
う
た
う

「
帰
園
田
居
」
詩
の
連
作
は
、
こ
う
し
た
こ
と
ば
と
思
想
を
受
け
て

構
想
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

陶
淵
明
は
上
述
の
よ
う
に
、
園
田
居
に
帰
り
南
野
の
際
に
荒
れ
地

を
開
墾
し
、
桑
麻
の
生
長
に
よ
ろ
こ
び
、
豆
の
苗
の
稀
な
の
に
憂
え

た
。
そ
し
て
時
に
草
を
披
い
て
村
人
と
来
往
し
て
桑
麻
の
生
長
を
語

り
、
払
暁
か
ら
月
が
上
る
ま
で
豆
畑
の
除
草
に
労
苦
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
。
草
を
披
き
相
見
て
雑
言
無
き
質
朴
の
会
話
、
月
を
帯
び
鋤
を

肩
に
し
て
つ
く
家
路
の
、
草
木
長
ず
る
狭
い
野
の
道
、
そ
う
し
た
自

然
な
日
常
が
、
彼
の
近
年
見
聞
し
て
き
た
都
建
康
な
ど
、
都
会
の
塵

雜
な
世
界
と
は
対
極
に
あ
る
と
い
う
実
感
を
深
く
し
た
に
ち
が
い
な

い
。
そ
れ
が
楽
府
古
辞
の
「
狭
路
」（
狭
斜
）「
相
逢
」
な
ど
に
よ
り

象
徴
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
、
批
判
的
に
潜
在
さ
せ
た
田
園
詩
を
制
作

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
「
帰
園
田
居
」
前
半
の
三
首
は
、
楽
府
古
辞
と
の
間
に
深
い

繋
が
り
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
一

方
両
者
を
そ
の
質
的
な
様
相
か
ら
識
別
す
る
な
ら
ば
、
対
蹠
的
に
相

い
隔
た
っ
た
存
在
と
い
え
よ
う
。
楽
府
古
辞
と
「
帰
園
田
居
」
と
で

は
、
例
え
ば
一
方
が
、
都
会
の
車
馬
の
往
来
す
る
繁
華
な
狭
路
で
出

会
っ
た
、
権
貴
を
誇
る
家
の
子
弟
の
目
も
眩
む
ば
か
り
の
豪
勢
な
そ

の
家
の
さ
ま
を
縷
々
と
し
て
語
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
方
は

南
山
の
ほ
と
り
、
輪
鞅
寡
き
園
田
居
の
畑
に
通
ず
る
山
野
の
狭
路
で

会
う
農
夫
と
、
た
だ
桑
麻
の
生
長
の
様
子
を
こ
と
ば
に
す
る
だ
け
の

素
朴
な
会
話
で
あ
る
。

　

狭
路
に
お
い
て
相
逢
う
者
の
う
た
と
い
う
の
が
共
通
の
主
題
だ
と

す
る
な
ら
ば
、
上
述
の
両
者
の
質
の
隔
た
り
は
対
蹠
的
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
に
陶
淵
明
が
「
帰
園
田
居
」
を
楽
府
古
辞
に
接
点
を
も
つ
表
現



 
（9）

を
ま
じ
え
て
作
っ
た
深
い
意
図
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と

思
う
。

四

　
『
楽
府
詩
集
』
巻
第
三
十
四
「
相
和
歌
辞
九
」
に
劉
宋
・
孔
欣
の

「
相
逢
狭
路
間
行
」
が
録
さ
れ
て
あ
る
。
孔
欣
は
会
稽
山
陰
の
人
、

晋
に
仕
え
、
宋
に
入
り
国
子
博
士
と
な
り
、
景
平
元
年
（
四
二
三
）

褚
淡
之
に
参
軍
と
し
て
仕
え
て
い
る
か
ら
、
陶
淵
明
よ
り
若
い
が
、

ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
る
（
（
（

。
そ
の
作
を
掲
げ
よ
う
。

　
　

相
逢
狹
路
間
行

　

１　
相
逢
狹
路
間　
　
　
　

相
い
逢
う　

狭
路
の
間

　

２　
道
狹
正
踟
蹰　
　
　
　

道
狭
く
し
て
正
に
踟
蹰
す

　

３　
如
何
不
羣
士　
　
　
　

如
何
ぞ　

不
羣
の
士
の

　

４　
行
吟
戲
路
衢　
　
　
　

行
吟
し
て
路
衢
に
戯
る
る
や

　

５　
輟
歩
相
與
言　
　
　
　

歩
を
輟や

め
て　

相
い
与
に
言
う

　

６　
君
行
欲
焉
如　
　
　
　

君
行
き
て　

焉い
ず

く
に
如ゆ

か
ん
と
欲
す

る
や
と

　

７　
淳
朴
久
已
凋　
　
　
　

淳
朴　

久
し
く
已
に
凋
み

　

８　
榮
利
迭
相
驅　
　
　
　

栄
利　

迭た
が

い
に
相
い
駆
る

　

９　
流
落
尚
風
波　
　
　
　

流
落
は　

風
波
を
尚く

わ

え

　

10　
人
情
多
遷
渝　
　
　
　

人
情
は　

遷
渝
多
し

　

11　
勢
集
堂
必
滿　
　
　
　

勢
集
ま
れ
ば　

堂
必
ず
満
ち

　

12　
運
去
庭
亦
虛　
　
　
　

運
去
れ
ば　

庭
も
亦
た
虚
な
り

　

13　
競
趨
嘗
不
暇　
　
　
　

競
趨
し
て
嘗
て
暇
あ
ら
ず

　

14　
誰
肯
眷
桑
樞　
　
　
　

誰
か
桑
枢
を
眷か

え
りみ

る
を
肯
ん
ぜ
ん
や

と

　

15　
無
爲
肆
獨
往　
　
　
　

為
す
無
か
れ　

肆
ほ
し
い
ま
まに

独
り
往
く
を

　

16　
只
將
困
淪
胥　
　
　
　

只
だ
将
に
淪
胥
に
困く

る

し
ま
ん
と
す

　

17　
未
若
及
初
九　
　
　
　

未
だ
若
か
ず　

初
九
と
及と

も

に

　

18　
攜
手
歸
田
廬　
　
　
　

手
を
攜
え
て
田
廬
に
帰
り

　

19　
躬
耕
東
山
畔　
　
　
　

東
山
の
畔ほ

と
りに
躬
耕
し

　

20　
樂
道
詠
玄
書　
　
　
　

道
を
楽
し
み
玄
書
を
詠
ず
る
に

　

21　
狹
路
安
足
遊　
　
　
　

狭
路　

安
ん
ぞ
遊
ぶ
に
足
ら
ん
や

　

22　
方
外
可
寄
娯　
　
　
　

方
外
こ
そ
娯
し
み
を
寄
す
可べ

し

　

全
二
十
二
句
か
ら
な
る
こ
の
一
篇
を
三
段
落
に
分
け
て
そ
の
概
要

を
述
べ
て
み
よ
う
。

　

第
一
段
落
（
冒
頭
～
第
６
句
）
都
会
の
繁
華
な
狭
路
を
、
歩
き
な

が
ら
吟
ず
る
一
見
自
暴
自
棄
に
陥
っ
て
い
る
か
の
ご
と
き
不
羣
の
士

を
見
と
が
め
た
語
り
手
（
作
者
と
し
て
も
可
）
が
、
き
み
は
い
っ
た

い
ど
こ
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
問
い
か
け
る
。

　

第
二
段
落
（
第
７
句
～
第
14
句
）
不
羣
の
士
の
答
え
。
今
の
世
は

淳
朴
の
風
は
廃
れ
、
栄
誉
利
益
の
み
皆
追
い
求
め
競
争
し
あ
い
、
負
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け
て
零
落
し
た
者
に
一
層
風
波
が
加
わ
り
、
人
情
も
そ
っ
ぽ
を
む
き
、

権
勢
が
集
ま
っ
た
時
、
奥
座
敷
に
は
人
が
溢
れ
、
運
が
去
れ
ば
、
庭

に
人
々
の
姿
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
競
争
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
で
、

桑
の
と
ぼ
そ
の
わ
が
貧
家
を
顧
み
る
ゆ
と
り
も
な
い
の
だ
と
い
う
。

　

第
三
段
落
（
第
15
句
～
末
尾
）
作
者
が
不
羣
の
士
を
戒
め
、
別
の

生
き
方
を
勧
め
る
。
こ
の
ま
ま
向
こ
う
見
ず
に
突
っ
走
る
生
き
方
は
、

た
だ
一
身
の
破
滅
を
招
く
に
過
ぎ
な
い
。
い
っ
そ
庶
民
（
初
九
）
と

手
を
携
え
、
帰
田
し
て
躬
ら
耕
し
、
道
を
楽
し
み
老
子
の
『
道
徳

経
』
を
詠
ず
る
の
が
賢
明
、
都
会
の
狭
斜
の
路
を
浮
遊
す
る
の
は
無

意
味
、
方
外
の
境
地
こ
そ
娯
し
む
べ
き
世
界
で
あ
る
と
い
う
。

　

上
述
の
よ
う
に
孔
欣
の
作
は
、
淳
朴
が
廃
れ
名
利
を
追
う
世
、
都

会
の
狭
路
に
あ
っ
て
人
生
行
路
に
呻
吟
す
る
有
為
の
士
に
対
し
、
故

郷
の
東
山
の
ほ
と
り
に
帰
田
し
て
庶
民
と
と
も
に
躬
耕
の
暮
ら
し
に

入
り
、
道
を
楽
し
み
玄
書
を
詠
ず
る
生
き
方
を
勧
め
て
い
る
。
紙
幅

の
関
係
か
ら
作
品
を
掲
げ
る
こ
と
を
省
略
す
る
が
、
晋
の
陸
機
（
二

六
一
～
三
〇
三
）「
長
安
有
狭
斜
行
」、
劉
宋
の
謝
恵
連
（
四
〇
七
～
四

三
三
）「
相
逢
行
」「
長
安
有
狭
斜
行
」
以
下
の
『
楽
府
詩
集
』
に
録

す
る
歴
代
の
摸
擬
作
と
比
べ
て
も
、
欲
望
渦
巻
く
都
会
生
活
を
精
算

し
、
帰
田
し
て
躬
耕
す
る
園
田
生
活
を
勧
め
る
孔
欣
の
主
張
は
異
色

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
軽
薄
な
世
相
へ
の
批
判
と
帰
田

躬
耕
を
勧
め
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
連
作
「
帰
園
田
居
」
前
半
三

首
の
詩
と
、
こ
と
が
ら
を
一
般
化
し
て
詠
う
楽
府
と
個
人
的
心
情
を

訴
え
る
徒
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
両
者
の
間

に
は
処
世
観
に
お
い
て
相
い
類
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
孔
欣
の
「
相

逢
狭
路
閒
行
」
の
存
在
は
、
そ
れ
が
「
帰
園
田
居
」
の
連
作
の
後
の

制
作
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
陶
淵
明
の
連
作
の
前
半
三
首

が
あ
る
意
味
で
「
雞
鳴
」「
相
逢
行
」
な
ど
の
楽
府
古
辞
の
発
想
、

表
現
を
受
け
継
ぐ
詩
で
あ
る
と
す
る
私
見
を
支
持
す
る
根
拠
に
な
り

う
る
と
考
え
た
い
。
と
は
言
え
、
孔
欣
の
作
は
単
に
想
念
の
世
界
に

終
わ
っ
て
、
実
現
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
対
し
て

「
帰
園
田
居
」
の
詩
は
、
作
者
が
渾
身
の
力
を
振
る
い
、
虚
妄
の
現

実
を
振
り
捨
て
て
、
故
郷
に
人
生
の
真
実
を
う
ち
た
て
よ
う
と
意
図

し
た
記
録
で
あ
る
。
こ
の
連
作
が
、
復
帰
し
え
た
帰
田
躬
耕
の
く
ら

し
を
具
体
的
に
細
部
に
わ
た
っ
て
語
っ
て
い
る
の
と
対
照
的
に
、
擲

っ
て
き
た
出
仕
の
狭
路
で
の
記
憶
は
た
だ
塵
網
、
樊
籠
、
塵
想
、
雑

言
な
ど
の
漠
然
と
負
の
印
象
を
与
え
る
こ
と
ば
で
の
表
出
に
と
ど
め

て
い
る
こ
と
は
、
作
者
の
将
来
に
対
す
る
期
待
と
一
抹
の
不
安
、
そ

し
て
過
去
に
対
す
る
苦
い
想
い
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

五

　

楽
府
古
辞
「
雞
鳴
」
が
そ
の
冒
頭
に
、
至
治
の
極
を
象
徴
す
る
興き

よ
う

と
し
て
雞
鳴
狗
吠
の
対
句
を
据
え
た
の
に
対
し
、
陶
淵
明
は
園
田
居
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の
地
こ
そ
人
民
が
戦
争
に
苦
し
む
こ
と
な
い
至
治
の
極
で
あ
り
た
い

と
願
い
、
其
一
の
作
中
に
「
狗
吠
深
巷
中
、
雞
鳴
桑
樹
巓
」
の
対
句

を
据
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
楽
府
古
辞
「
相
逢
行
」「
長
安
有

狭
斜
行
」（
紙
幅
の
制
約
上
こ
こ
で
は
省
略
し
た
が
内
容
は
相
逢
行

と
類
似
す
る
）
が
繁
華
な
大
都
会
の
狭
路
間
に
お
い
て
遭
遇
し
た
少

年
と
の
対
話
か
ら
、
そ
の
家
の
権
貴
驕
奢
な
状
況
を
知
る
と
い
う
顛

末
を
語
る
の
に
対
し
、「
帰
園
田
居
」
其
二
、
其
三
の
作
中
に
「
時

復
墟
曲
中
、
披
草
共
來
往
、
相
見
無
雜
言
、
但
道
桑
麻
長
」「
道
狹

草
木
長
、
夕
露
沾
我
衣
」
な
ど
と
応
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
少
無

適
俗
韻
、
性
本
愛
丘
山
（
略
）
開
荒
南
野
際
、
守
拙
歸
園
田
（
略
）

久
在
樊
籠
裏
、
復
得
返
自
然
」（
其
一
）
と
詠
う
陶
淵
明
に
と
っ
て
、

園
田
居
の
故
郷
の
地
こ
そ
、
雞
鳴
狗
吠
の
戦
禍
な
き
至
治
の
極
地
で

あ
り
た
い
と
願
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
上
述
の
よ
う
に
「
帰
園
田
居
」
の
前
半
三
首
が
楽
府
古
辞

を
踏
ま
え
た
う
え
で
作
ら
れ
た
と
し
て
、
後
半
の
其
四
、
其
五
と
の

繋
が
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
紙
幅
の
制
約

上
、
ご
く
簡
略
に
考
え
の
筋
道
だ
け
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

上
述
の
よ
う
に
前
掲
の
乙
『
史
記
・
律
書
』
の
文
は
、
文
帝
の
対

匈
奴
和
睦
策
に
よ
っ
て
、
民
も
安
ら
ぎ
、
天
下
の
和
楽
が
実
現
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
戦
乱
の
な
い
平
和
の
世
を
雞
鳴
狗
吠
の
辞

に
託
し
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
其
四
の
作
に
、
子
姪
の
輩
を
携
え
て
荒
墟
を
歩
い
た
作

者
が
、
昔
人
の
居
を
認
め
、
採
薪
者
に
「
此
の
人
焉
く
に
か
如
く
」

と
問
う
と
、「
死
没
し
て
復
た
餘の

こ

る
無
し
」
と
い
う
返
答
に
接
し
、

深
い
感
慨
を
も
よ
お
す
と
こ
ろ
が
あ
る
。
当
該
の
詩
句
を
左
に
掲
げ

る
。

３　

試
携
子
姪
輩　
　
　

試
み
に
子
姪
の
輩
を
携
え

４　

披
榛
歩
荒
墟　
　
　

榛
を
披
い
て
荒
墟
を
歩
む

５　

徘
徊
邱
隴
間　
　
　

徘
徊
す　

邱
隴
の
間

６　

依
依
昔
人
居　
　
　

依
依
た
り
昔
人
の
居

７　

井
竈
有
遺
處　
　
　

井
竈　

遺
処
有
り

８　

桑
竹
殘
舊
株　
　
　

桑
竹　

旧
株
残ざ

ん

す

９　

借
問
採
薪
者　
　
　

借
問
す　

薪
を
採
る
者

10　

此
人
皆
焉
如　
　
　

此
の
人
皆
焉い

ず

く
に
か
如
く

11　

薪
者
向
我
言　
　
　

薪
者　

我
に
向
か
い
て
言
う

12　

死
没
無
復
餘　
　
　

死
没
し
て
復
た
餘の

こ

る
無
し
と

　

昔
人
が
の
こ
る
者
な
く
み
な
死
没
し
た
の
は
、
作
者
が
劉
裕
の
参

軍
と
な
り
故
郷
を
離
れ
て
い
た
頃
、
尋
陽
を
再
三
襲
っ
た
戦
乱
で
は

な
か
っ
た
か
と
憶
測
を
め
ぐ
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に

想
像
す
れ
ば
、
雞
鳴
狗
吠
の
辞
に
こ
め
た
、
作
者
の
戦
禍
な
き
世
へ

の
希
求
を
通
し
て
、「
帰
園
田
居
」
の
前
半
三
首
と
後
半
二
首
の
作

が
、
一
連
の
作
と
し
て
繋
が
り
を
も
つ
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、「
帰
園
田
居
」
其
三
の
詩
に
、
古
来
典
拠
と
さ
れ
て
き
た

漢
の
楊
惲
の
故
事
に
お
い
て
、
隠
居
後
の
惲
の
自
由
の
く
ら
し
ぶ
り

を
諫
め
た
友
人
孫
会
宗
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
抗
言
し
た
。

丙　

竊
自
思
念
、
過
已
大
矣
、
行
已
虧
矣
、
長
爲
農
夫
以
没
世
矣
。

是
故
身
率
妻
子
、
戮
力
耕
桑
、
灌
園
治
産
、
以
給
公
上
、
不
意
當

復
用
此
爲
譏
議
也
。（
略
）
臣
之
得
罪
、
已
三
年
矣
。
田
家
作
苦
、

歳
時
伏
臘
、
亨
羊
炰
羔
、
斗
酒
自
勞
。
家
本
秦
也
。
能
爲
秦
聲
。

婦
趙
女
也
、
雅
善
鼓
瑟
。
奴
婢
歌
者
數
人
、
酒
後
耳
熱
、
仰
天
拊

缶
而
呼
烏
烏
。
其
詩
曰
（
略
）
是
日
也
、
拂
衣
而
喜
、
奮
袖
低
昂
、

頓
足
起
舞
、
誠
淫
荒
無
度
、
不
知
其
不
可
也
。

　

窃
か
に
自
ら
思お

念も

え
ら
く
、
過
ち
已
に
大
な
り
、
行
い
已
に
虧

け
た
り
。
長
く
農
夫
と
為
り
、
以
て
世
を
没お

え
ん
と
。
是
の
故
に

身
ず
か
ら
妻
子
を
率
い
、
力
を
戮あ

わ

せ
て
耕
桑
し
、
園
に
潅
ぎ
産
を

治
め
て
、
以
て
公
上
に
給
す
。
意
わ
ざ
り
き
当は

た

復ま
た

此
を
用
っ
て
譏

議
を
為
さ
ん
と
は
。（
略
）
臣
の
罪
を
得
る
や
、
已
に
三
年
な
り
。

田
家
苦
を
作な

し
、
歳
時
・
伏
臘
に
、
羊
を
烹に

、
羔

こ
ひ
つ
じを

炮あ
ぶ

り
、
斗
酒

も
て
自
ら
労ね

ぎ
らう

。
家
は
本も

と

秦
な
れ
ば
、
能
く
秦
声
を
為
す
。
婦
は

趙
女
な
れ
ば
、
雅も

と

よ
り
善
く
瑟
を
鼓
す
。
奴
婢
の
歌
う
者
数
人
、

酒
後
耳
熱
す
れ
ば
、
天
を
仰
ぎ
缶ほ

と
ぎを
撫う

ち
嗚う

嗚う

と
呼
ぶ
。
其
の
詩

に
曰
く
（
略
）
是
の
日
や
、
衣
を
払
っ
て
喜
び
、
袖
を
奮
っ
て
低

昂
し
、
足
を
頓ふ

み
起
ち
て
舞
う
。
誠
に
荒
淫
は
度
無
き
も
、
其
の

不
可
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。（『
漢
書
』
巻
六
十
六
「
王
訴き
ん

・
楊

敞
伝
」
の
敞
の
子
忠
の
弟
惲
の
伝
）

　

世
俗
の
羈
絆
を
外
れ
、
自
由
を
得
た
楊
惲
の
自
負
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
そ
れ
は
筆
者
の
眼
に
は
、「
帰
園
田
居
」
其
五
の
詩
の
「
我
が

新
た
に
熟
せ
る
酒
を
漉
し
、
隻
雞
も
て
近
局
を
招
く
。
日
入
り
て
室

中
闇
く
、
荊
榛
も
て
明
燭
に
代
う
。
歓
び
来
た
り
て
夕
べ
の
短
き
に

苦
し
み
、
已
に
復
た
天
旭
に
至
れ
り
。」
と
詠
う
の
に
重
な
っ
て
映

る
の
で
あ
る
。「
帰
園
田
居
」
其
三
と
其
五
の
詩
が
連
携
し
た
と
言

え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

淵
明
が
其
三
の
詩
に
「
種
豆
南
山
下
」
と
し
て
楊
惲
の
詩
に
似
た

こ
と
ば
を
つ
ら
ね
た
の
は
、
楊
惲
の
お
も
い
に
共
感
す
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　　
　

注

（
1
）
義
熙
二
年
丙
午　

有
歸
園
田
居
詩
五
首
。
味
其
詩
、
蓋
自
彭
澤
歸
明

年
所
作
也
。（
宋
・
王
質
等
撰
、
許
逸
民
校
輯
『
陶
淵
明
年
譜
』　

中
華

書
局　

1986

年
）

（
2
）
全
詩
語
言
質
朴
無
華
、
毫
無
雕
琢
、
卻
景
眞
、
情
眞
、
意
味
無
窮
。

「
狗
吠
」
二
句
、
襲
用
古
樂
府
〈
相
和
曲
・
雞
鳴
〉「
雞
鳴
高
樹
巓
、
狗

吠
深
宮
中
」、
雖
更
換
二
字
、
卻
不
露
痕
跡
、
用
了
典
像
没
有
用
典
一
様
、

貼
切
自
然
、
恰
到
好
處
。（『
新
譯　

陶
淵
明
集
』2010

年5

月　

三
民
書

局
）
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（
3
）
逯
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晉
南
北
朝
詩
』（
中
華
書
局　

1983

年
）
に

よ
る
。
な
お
そ
の
引
用
文
中
の｢

書
鈔｣

云
々
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
隋
・
虞
世
南
撰
『
北
堂
書
鈔
』
巻
第
一
百
一
十
二
樂
部
八　

倡

優
二
十
八｢
名
倡
劉
碧
玉
、
自
云
倡
家
女
（
校
註
）
古
詩
云
、
自
云
倡
家

女
嫁
爲
蕩
子
婦
。
文
選
古
詩
十
九
首
、
自
云
作
昔
爲
、
嫁
作
今
。｣

（
4
）
①
夫
刑
法
非
有
所
假
貸
、
況
正
當
此
亂
名
之
時
乎
？
故
戒
蕩
子
以
不

可
輕
犯
法
網
。
亂
名
者
、
謂
善
悪
無
別
、
尊
卑
無
序
、
即
下
文
所
叙
僭

越
諸
事
。《
爾
雅
・
釋
詁
》：「
協
、
服
也
。」
柔
協
、
猶
柔
服
。〈
左
傳
〉

「
伐
叛
、
刑
也
。
柔
服
、
德
也
。」
此
蓋
謂
優
柔
姑
息
、
爲
亂
名
之
漸
。

（
62
頁
）
②
又
王
鳳
于
五
侯
、
本
屬
同
産
、
鳳
卒
後
、
以
次
當
及
平
阿
侯

譚
爲
大
司
馬
、
乃
鳳
以
其
不
附
己
、
因
以
死
保
從
弟
音
以
自
代
、
致

譚
・
音
二
人
構
隙
。
其
後
、
曲
阿
侯
根
復
陰
陷
紅
陽
侯
立
、
致
立
被
遣

就
國
、
皆
兄
弟
相
忘
之
事
也
。
要
之
此
詩
必
有
所
刺
、
其
所
表
現
之
時

代
、
亦
爲
一
驕
奢
僭
侈
之
時
代
、
而
求
之
兩
漢
、
厥
爲
五
侯
之
事
、
適

足
以
當
之
、
則
此
篇
固
亦
西
漢
末
作
品
也
。（
63
頁
）（
蕭
滌
非
著
・
蕭

海
川
輯
補
『
漢
魏
晉
六
朝
樂
府
文
學
史
（
増
補
本
）』
第
二
編　

兩
漢
樂

府　

第
三
章　

兩
漢
民
間
樂
府
、
一　

西
漢
民
間
樂
府
（
四
）《
雞

鳴
》
：
（
相
和
曲
）
人
民
文
学
出
版
社　

2011

年
）

（
5
）
黄
節
撰
『
黄
節
詩
學
選
刊　

漢
魏
樂
府
風
箋
』（
中
華
書
局　

2008

年
）
の
「
巻
一
、
漢
風
、
相
和
歌
辭
、
相
和
曲
、
鶏
鳴
」
の
黄
節
の

「
箋
」。

（
6
）『
樂
府
詩
集
』
巻
第
三
十
四
、
相
和
歌
辭
九　

淸
調
曲
二
「
相
逢
行　

古
辭
」
と
し
て
い
う
。
そ
の
原
文
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
一
曰
《
相

逢
狹
路
間
行
》、
亦
曰
《
長
安
有
狹
斜
行
》。《
樂
府
解
題
》
曰
；
「
古
詞

文
意
與
《
雞
鳴
曲
》
同
。
晉
陸
機
《
長
安
狹
斜
行
》
云
；『
伊
洛
有
岐
路
、

岐
路
交
朱
輪
。』
則
言
世
路
險
狹
邪
僻
、
正
直
之
士
無
所
措
手
足
矣
。」

（
7
）
按
《
雞
鳴
》
兼
諷
兄
弟
不
相
顧
、
此
則
専
刺
富
貴
家
庭
之
淫
樂
、
亦

微
有
別
。
注（
４
）の
書
の
「
第
三
章　

二　

東
漢
民
間
樂
府
」
参
照
。

（
8
）
宋･

李
公
煥
『
箋
註
陶
淵
明
集
』
に
「
前
漢
王
惲
傳
、
田
彼
南
山
、
蕪

穢
不
治
、
種
一
頃
豆
、
落
而
爲
萁
、
人
生
行
樂
耳
、
須
富
貴
何
時
。」
と

い
う
。
な
お
李
注
の
「
前
漢
王
惲
傳
」
と
は
、
正
し
く
は
「
漢
書
巻
六

十
六

王
楊
傳
」
の
「
楊
敞
傳
」
中
の
敞
の
子
の
忠
の
弟
の
惲
の
伝
を

指
す
。

（
9
）
逯
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晉
南
北
朝
詩　

中
』
宋
詩
巻
一
「
孔
欣
」

の
項
に
、「
欣
。
会
稽
山
陰
人
。
仕
晉
。
入
宋
爲
國
子
博
士
。
景
平
中
、

会
稽
太
守
褚
淡
之
以
爲
參
軍
。
有
集
九
巻
。」
と
い
う
。
ま
た
、
褚
淡
之

の
参
軍
に
な
っ
た
こ
と
は
、『
宋
書
』『
南
史
』
の
褚
淡
之
の
伝
に
記
す
。

※　

本
稿
は
読
陶
詩
会
（2019

年11

月30

日
、
於
青
山
学
院
大
学
、
代
表
大

上
正
美
氏
）
に
お
い
て
、　

筆
者
が
帰
園
田
居
其
三
を
担
当
発
表
し
た
際

に
陶
淵
明
の
方
法
の
一
端
に
気
付
き
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
成
っ
た
も

の
で
あ
る
。
会
と
参
加
の
諸
氏
に
感
謝
し
た
い
。2020

年2

月20

日

�

（
文
教
大
学
名
誉
教
授
）　


